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第60期新入会員、親睦委員の近
藤優介です。

昨年の12月23日（水・祝）、大
垣迎賓館セントローザにて、「12
月度例会 家族親睦会クリスマス
家族会」が行われました。当日は、
会員23名、そのご家族34名の計
57名の皆様にご参加いただき、大
変にぎやかな、クリスマスらし

い会になりました。
私は新入会員ということで、当然ながら今回が初

参加です。これまではどのような会だったのか、そ
して、今回はどのような会にすればよいのか、当初
は不安がありました。しかし、川上委員長の「従来
のクリスマス会と趣向を変えて、この会場ならでは
の会を楽しんでもらいたい」という想いと、委員会
の先輩方の熱い議論を目の当たりにしたことで、自
分なりに少しでも力になって成功裏に終わらせたい
という気持ちが大きくなっていきました。

今回、私が一番印象に残っているのは、何と言っ
てもハンドベルの練習です。会場の雰囲気にマッチ
し、クリスマスを感じて楽しんでもらえるものを…
ということでハンドベルの披露が決まったのですが、
素人である私たちが演奏できるレベルまで上達でき
るか未知数でした。演奏を聞かせるということ以前
に、ハンドベルの握り方や、両手に持つベルの割り
振りで苦戦するような状況です。しかし、本番でしっ
かりとした演奏を聴いてもらいたい一心で、夜な夜
な練習に励みました。

そして迎えたクリスマス会本番。ハンドベルが置
かれたテーブルに立ったとき、会場の皆さんの視線
が集まったことで、緊張が最高潮に達しました。し
かし、同時に、横にはこれまでともに練習をしてき
た委員会メンバーがいてくれることで心強さも感じ
ていました。演奏中は、自分の担当の音を追うのに
必死だった一方、やはり気になっていたのは、会場
にいる皆さんの反応です。練習の成果を出し切って
いるつもりではいましたが、楽譜を追うのが精いっ
ぱいで、会場を見渡す余裕もなく、果たして楽しん
でもらえているのかはまだ分かりません。最後のハ
ンドベルの余韻が終わるか終わらないかの瞬間、皆さ
んの温かい拍手をいただけたときは、本当に安心しま
した。同時に、大きな充実感で満たされていました。

そのほか、会では、バルーンアーティストや、永
井会長扮する恒例の竹の子サンタも登場。おいしい
ビュッフェも相まって、クリスマス会は大いに盛り
上がり、無事に終えることができました。ひとえに、
ご参加いただいた皆さまのおかげでございます。誠
にありがとうございました。

そして、親睦委員会メンバーの皆さんにも改めて
感謝申し上げます。新入会員ということで、何をし
たらよいか分からず、不安でいっぱいだった私と今
西さんを、優しく見守ってくださったことで、前向き
に楽しくクリスマス会に取り組むことができました。

今後も、会員の皆さま相互の親睦を図るべく、先
輩方に学びながら、委員会活動に精進していきたい
と思います。

親睦委員会

近藤　優介

例会 家族親睦会クリスマス家族会
日時：平成27年12月23日（水・祝）　場所：セントローザ迎賓館
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１．人間形成への修練

１．地域社会への奉仕

１．会員相互の親睦
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この度伝統ある大垣竹の子会の

61期会長を務めさせていただくこ

とになりました林でございます。

栄誉ある要職に大変光栄であると

ともに、責務の重さに身の引き締

まる思いでございます。

大垣竹の子会は昭和31年に水

無月会として発足し今期で60期

を迎えました。人で言いますと還暦を迎えたことに

なります。多分すべての方が今までの人生を振り返

り、新たなる 1 歩を踏み出すと思います。大垣竹の

子会も今までの活動の歴史を振り返ることが必要で

はないかと思います。

私は46期に入会し今期で15年の在籍となります。

この15年間で社会経済は大きく変わりました。現在

も刻々と変化をし続けております。大垣竹の子会も

私の入会当時とは大きく変わりました。会員数や入

会希望者の確保、または会員 1 人 1 人の職場・生活

環境など15年前とは大きく異なると思います。そう

いった中でこれまで通りの活動を続けて行く事が本

当に良いのかと疑問に感じております。ただ、事業

数を減らし、事業内容を変え楽にしようと考えてい

るのではありません。今まで諸先輩が大切に続けて

こられた事業を 1 度振り返り、精査したいと思いま

す。そしてこの伝統、情熱ある大垣竹の子会を次世

代に引き継げるよう誠意を尽くす所存でございます。

現会員の皆様にはなぜ大垣竹の子会に入会したの

か、何の為に活動するのか、自分自身は何をしたい

のか、どうなりたいのかなど考えていただきたいと

思います。私は大垣竹の子会に入会し貴重な経験を

たくさんさせていただきました。これも大垣竹の子

会に入会していなければできなかったことばかりだ

と思っております。会員の皆様もただ会に在籍して

いるだけではなく自らたくさんの経験をし、それを

仕事、家庭に生かしてもらいたいと思いますし生き

てくるはずです。

最後となりますが、61期会長という大役を与えて

いただいたことに感謝しつつ、私自身まだまだ未熟

でありますので、会員皆様と共に歩み成長していく

ことに努力してまいります。特別会員の皆様にはご

心配、不安に思われることもございますが温かく見

守りいただきたく思います。ご指導、ご支援の程心

よりお願い申し上げます。

第61期
会長予定者
林　優文

第61期会長予定者あいさつ
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会員の皆様こんにちは。第60期
奉仕教養委員会の野原 利秀です。

今期、新入会員として、奉仕教
養委員会で活動させていただいて
います。

去る、平成27年12月 6 日（日）
大垣フォーラムホテル旭の間に
おいて、（公財）大垣交通遺児育

英会様との共催による、「交通遺児クリスマス会」
が行われました。

当日参加して事業を盛り上げていただきました会
員の皆様と、様々な形でご協力いただきました会員
の皆様のおかげで、無事に事業を終了する事が出来、
誠にありがとうございました。

当日は、小川大垣市長をはじめ、来賓 4 名、（公財）
大垣交通遺児育英会理事 4 名、児童19名、保護者11
名、会員17名の総勢55名の方々にご参加いただき、
例年以上に盛り上がったクリスマス会となりました。

例年、アトラクションにはパフォーマー（芸人）
を招いて場を盛り上げていただいていたのですが、
今回のクリスマス会は、子供たちと保護者、会員が
一緒になって盛り上がる事の出来るアトラクション
という事で「謎解き」を行い、大変盛り上がる事が
出来ました。パフォーマー（芸人）を招いて行うア
トラクションよりも、自分たちで考えたアトラク
ションを行う事で、子供たちと会員とのふれあいが

増えるのではないかと思いました。
また、子供たちへのクリスマスプレゼントは例年、

クリスマスブーツに入ったお菓子を配っていたので
すが、子供たちの年齢層にもばらつきがあり、中に
は高校生の生徒もいるので、今回は子供たちに事前
に欲しいプレゼントを調査する事で、本当に欲しい
クリスマスプレゼントを渡そうという事にしました。

もちろん、子供たちに分からないように保護者の
皆様に協力していただき、委員会メンバーで子供た
ちが欲しいクリスマスプレゼントを買いに行きまし
た。中にはどこの店に行っても見当たらなく、大変
困ってしまいましたが、クリスマスプレゼントを受
け取る子供たちの喜ぶ顔が見たくて、その気持ちで
必死に探しました。そんな気持ちで探したクリスマ
スプレゼントでしたので、クリスマスプレゼントを
受け取った時の子供たちの喜びは何にも代えがたい
ものでした。喜んでくれている子供たちの顔を見る
事で、私たちの心にも大変うれしさがこみあげてき
ました。

最後に、委員会メンバーだけではなく、委員会以
外の会員の皆様にたくさんご協力をいただいたおか
げで想像以上にすばらしい事業になる事が出来まし
た。

また、多くの子供たちの喜ぶ顔を見る事が出来、
とても楽しい、そしてうれしいクリスマス会になり
ました。ありがとうございました。

奉仕教養委員会

野原　利秀

交通遺児クリスマス会
日時：平成27年12月6日（日）　場所：大垣フォーラムホテル
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日　時：平成28年 3 月22日（火）
場　所：大垣市総合体育館

例会（新入会員例会）

日　時：平成28年 2 月20日（土）
場　所：大垣市総合体育館

例会（合同例会スポーツ交流会）

22 33 月の予定
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